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【研究の背景・目的】 

約 1 万年前を境に人間社会の複雑化は著しく加速し
た。この劇的変化はヒトの脳や身体の進化ではまった
く説明できないものであり、画期的な技術革新を可能
とした知識・情報の蓄積とその伝承・運用を可能とし
た「社会」という基盤を抜きにしては説明できない。
また、多くの人々を社会に統合する儀礼や宗教、婚姻
制度なども重要な役割をはたしたと考えられる。本研
究では、縄文時代早期の半定住狩猟採集民社会の復元
を通してこの人類史的課題に取り組む。 
群馬県居家以岩陰遺跡出土の縄文時代早期の人骨

群（約 8200～8500 年前）および動植物遺存体を研究
対象とし、早期縄文人集団の社会組織とその生活・文
化を研究する。縄文時代は日本列島における人類史発
展の加速点であり、早期に定住化への動向とともに、
葬制や儀礼、交換活動が発達してくる。本研究では、
縄文文化の発展を可能とした縄文社会の形成がどの
ように始まったのかという問題の解明に取り組む。 

【研究の方法】 
考古学と人類学が連携した骨考古学の先端技術を

駆使し、定住化の過程にあった早期縄文人集団の社会
組織と生活史、および死生観や社会倫理に関わる葬制
の様相を研究する。考古学・人類学・DNA の 3 チー
ムで課題を分担し、5 か年計画で研究を推進する。 
 考古学チームの研究計画：居家以岩陰遺跡の発掘調
査を継続し、縄文早期の埋葬人骨を 40～50 個体程度
発掘する。人骨出土状況を 3 次元測量で記録し、遺体
切断を伴う埋葬法を復元する。葬制の特徴から早期縄
文人の死生観・他界観を考察する。また、岩陰前方斜
面に厚く堆積する縄文早期の人為的灰層を発掘し、土
壌水洗選別法により動植物遺存体・人工遺物を含む生
活廃棄物を徹底的に回収する。出土植物種子の同定と
利用法の研究、動物遺存体の同定と動物資源利用の復
元、黒曜石の原産地推定、灰層の年代測定等をおこな
い、早期縄文人の生活と行動を復元する。 
 人類学チームの研究計画：発掘された出土人骨各個
体について、以下の骨考古学的分析を進める。①出土
人骨の同定と個体判別、性別・年齢推定、②カットマ
ークなどの人骨のタフォノミーの精査、③人骨形態に
よる系統・地域性・血縁関係の推定、④個体ごとの古
病理学的診断（歯の咬耗、虫歯、ストレスマーカー等
の健康状態）、⑤骨コラーゲンの炭素・窒素同位体分
析による食性推定、⑥個別アミノ酸の窒素同位体比に
よる食性分析、⑦歯根部コラーゲンの炭素・窒素同位
体比による個体生活史の推定、⑧歯エナメル質のスト
ロンチウム同位体比分析による出身地・移動の推定 
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体について、以下の分析を進める。①核ゲノムならび
にミトコンドリアゲノムの解析による早期縄文人の
遺伝的系統の検討、②人骨個体間の母系・父系血縁関
係による居家以集団の血縁関係の復元、③人骨群の遺
伝的多様性に基づく他地域・他集団との集団関係と移
入の推定、④歯石の DNA 分析による早期縄文人の食
事の復元（食利用された動植物・菌類の同定） 

研究成果の公表：研究分担者・協力者全員による研
究会を定期的に開催し、研究成果を総合する。研究成
果は順次論文発表する。また、専用ホームページの開
設、國學院大學博物館での企画展示、公開シンポジウ
ムの開催等を通じて、研究成果を一般公開する。 

【期待される成果と意義】 
縄文人骨を対象とした研究のほとんどは後期・晩期

の貝塚出土人骨を対象としたもので、時期的・地域的
に偏りが大きい。本研究は早期の特定集団の人骨群か
ら社会組織と生活史を復元することができる点で、従
前の研究にはない画期的意義がある。居家以人骨は保
存状態が非常によく、骨考古学先端技術を駆使して、
個体間の血縁関係、性別・年齢構成、健康状態と病気、
個体の生活史を解明できる。これらの人類学的情報と
埋葬法・資源利用・行動領域などの考古学的情報を総
合することで、早期縄文人集団の社会組織とその生活
史、葬制を実証的に復元できる。①初期縄文人の遺伝
学的系統の解明、②縄文早期における半定住狩猟採集
民の社会組織の復元、③早期縄文人の資源利用・食生
活および生活史（出身・移入）の復元、④縄文時代に
おける葬制の起源の解明等が最も期待される。縄文時
代の家族・集団構成や婚姻制度が実証的に復元された
先行研究は皆無である。本研究は第一級の人骨資料と
骨考古学先端技術によってその壁を乗り越え、先史社
会考古学の新次元を開拓する先駆けとなり得る。 
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